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欧米の大学などの一般教育向けの自然科学の教科書は， 日本でもよく見受けられ， 翻訳されているものも

多い． しかしオーストラリアのものは， ほとんど目にすることがない． 著者らの所属する旭川校は， 南オー

ストラリア州立大学と１９９０年以来， 短謎期交流留学を実施しており， その実績をふまえて今年度中に姉妹校の

協定に調印する所までこぎつけている． このような状況の中で， 南オーストラリア州立大学で用いているい

ろいろな教科書を入手することができた‐ その中の１冊である， ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ Ｈｅａｌ故 Ｔｅａｍ は，

南オーストラリア州立大学看護学部 （ソールズベリ一校） で使われている自然科学の教科書である （図１）．

　

この著者は， 応用化学者のＧｏｒｄｏｎＡ．Ｍ‐Ｃｏｃｈａｕｄと正看護婦であるｌａｎｅｔＥ‐Ｃｏｃｈａｕｄで，１９９２年に第３

版が発行された．′この教科書は， 全２７９ページからなり， 第１章から第９１章にわたって自然科学の内容が盛り

（７５）
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込まれている． 序文にもあるように， この教科書は， 科学的知識を全くもっていないかまたは少ししかもっ

ていない学生のための入門書であり， 現代の看護実践を理解するための基礎的な科学を簡単かつ包括的に説

明することを目的として作られている． 今回は， この教科書と， 日本で使われている看護学生向けの教科書

である医学書院発行の系統看護学講座シリーズの物理学， 化学，．生物学， そして生化学・栄養学の教科書と

の比較を行い， 今後の日本の看護学生や， 養護教諭向けの自然科学の教科書に取り入れるべき改善点がない

かどうか検討した．
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図１

　

南オーストラリア州立大学看護学部で使われている

自然科学の教科書 ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍの表紙

　

Ｓ２． 南オーストラリア州と南オーストラリア州立大学について

　

オーストラリアは， ニュー・サウス・ウエールズ州， ヴィクトリア州， クィーンズランド州， タスマニア

州， 西オーストラリア州それに南オーストラリア州という６つの州と北部準州からなっている人口約１６００万

人の国で， 建国２００年を迎えたばかりである（図２）． 南オーストラリア州の人ロは１４０万人であり， 総人ロの

ほとんどは州都アデレード（約１００万人）を中心とする沿岸沿いの都市に集中している． これは， この州の６６

％が砂地または岩石で覆われていて， 定住地がごく限られているせいでもある． 他の州のように英国本国の

囚人を送り込まれてはおらず， 初めから移民計画にのっとってできあがった州で， 落ち着いたたたずまいを

見せている．１９８６年に建州１５０周年を迎えており， 豪州の中でも比較的新しい．

州都アデレードは， 人口１００万人程度で， 全豪中４番目（シドニー， メルボルン， ブリスベーンについでい

る） の都市であり， 世界で最も公園の多い都市でもある． これは， 緑の多い開拓当時の面影をしのばせるい

わゆるワイルド・パークであり， このような公園がいた、るところにある． また， 日本の市と違い， アデレー

ド市は， 約１２市の連合であり， ソールズベリ一市は， その中で人ロ１０万人余りの２番目に大きい市である．

このアデレード市には， 南オーストラリア大学のほかに， アデレード大学， フリンダース大学の３つが総合

大学として存在しており， これらは南オーストラリア州すべての大学でもあり， いずれも大規模である．

　

南オーストラリア大学は， シティ， マジール， アンダーデイル， レベル， ワイヤラそしてソールズベリ一

の６つのキャンパスからなる総合大学である． マジールとソールズベリ一が最も規模が小さいほうで，１６００

（７６）
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１８３

人の学生をかかえている． ソールズベリ一キャンパスには教育学部， 看護学部などが設置されている． 南オ

ーストラリア大学での学期は３月より始まり， 日本とよく似たシステムである． ただし， 教育学部は３年で

終了し， 日本より１年短い．
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図２ オーストラリアの概略図

Ｓ３． ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ鯖ｅａｌｔｈＴｅａｍ の構成

　

この教科書は，２７９ページ全９１章からなっており， 各章平均２‐６ページでその中に自然科学の内容が網羅さ

れている． 図３にこの教科書の目次を示す． このように， 物理， 化学， 生物というように分けて述べられて

いるというよりは， 一連の説明の流れの中でこれらの内容が網羅されているという印象を受ける． 第９章の

キレートの次にヘモグロビンが説明されている部分や， 第４５章の圧力の次に血圧が説明されている部分，
・ま

た， 第１５章の体液のバランスから酸性度，ＰＨ， 緩衝液， 血液の緩衝作用， そしてアシドーシスとアルカロー

シス， 酸， 塩基という流れの部分などにその特徴がよく表されている．、
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ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ の目次

Ｓ４． 内容の紹介と日本の教科書との比較

　

まず， ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ ＨｅａｌｔｈＴｅａｍと日本で使われている物理学， 化学， 生物学そして生化学・

栄養学の教科書の内容について比較を行った． ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ ＨｅａｌｔｈＴｅａｍ の各項目について， 日

本の教科書で取り上げられているか否か， そして取り上げられているものについては物理学， 化学， 生物学

そして生化学・栄養学のどの分野で扱われているかということを調べ， その結果をまとめたものを図４に示

した．

全９１章のうち， 日本の教科書で取り上げられていたものは６３章， 取り上げられていなかったもの、は２７章で

あった． 日本の教科書で取り上げられていたものについてさらに細かく見ていくと， 重複している部分も含

めて， 生物学の教科書に含まれていた項目が最も多く２６章， 次いで物理学が２１章， 化学が２０章， そして生化

学・栄養学が１１章だった． このことから， ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ ＨｅａｌｔｈＴｅａｍ は， 自然科学の内容を偏り

なくほぼ平均的にカバーしていることが分かった． 一方， 日本の教科書に見られなかった項目については，

日本の教科書では， ホルモンや放射線， 同位体の説明にとどまっているのに対し， Ｂａｓｉｃ Ｓｃｉｅｎｃｅ

　

ｆｏｒ

　

ｔ

　

ｈｅ

ＨｅａｌｔｈＴｅａｍではホルモンの分析や放射線の影響，同位体の使用あるいは薬の相乗作用について述べられて

いることなどが特徴的であった． 次に， いくつかの項目について， 物理， 化学， 生物の順に日本の教科書の

内容との比較を行った．

（７８）
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図４

　

ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍと日本の物理学， 化学， 生物学， 生化学・栄養学の教科書の内容の比較

○ 「第２章 ＳＩ単位」 について

　

日本では，物理の教科書の第１章力と運動の中の力の節で参考事項としてＣＧＳ単位とともに長さ，質量，

時間，速度，加速度の５つの単位について表でまとめられている（図５）．一方，ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈ

Ｔｅａｍ では， ＳＩ単位については第２章で述べられており， 図に示すように， 時間， 距離， 質量， 電流， 温

度， 光度， 物質量という７つの基本的な単位について説明され， そして， その使用法についていくつかの例

が挙げられている． 重量の単位の使用例としては， 成人の平均体重 （７０ｋｇ） や血中ビオチン量 （７０”ｇ／ｍｌ）

が， 長さの単位については人の小腸の長さ（約７～８ ｍ）や真皮の厚さ（０．５～６ｍｍ）， 精子の大きさ（５０”ｍ）

（７９）
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が取り上げられている．また，温度の単位の説明では，体温計と関連して詳しく述べられており，２７３‐１５Ｋ が

０℃ であること， 体温は，３５～４２℃の間で０‐１刻みの読みで測定すること， そして， 体温計は， 熱さずに冷た

い環境で消毒すること， 体温は， 平均３６．６Ｃで卵巣周期などに従って規則的に， またはランニングや感染に

よって不規則に上下することが説明されている．
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ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ （左） と日本の物理学の教科書 （右） における，ＳＩ単位についての記述

（中略）

○ 「第４２章

　

てこ」 について、

　

日本の物理の教科書では， 第“１章力と運動の中の力の節でてこについて取り上げられており， ３種類のて

こそれぞれについてつりあいの式とその例， そして図で説明されている （図６）． Ｂａｓｉｃ Ｓｃｉｅｎｃｅ

　

ｆｏｒ

　

ｔ

　

ｈｅ

ＨｅａｌｔｈＴｅａｍ では，つりあいの式は示されておらず，例として３種類の骨と筋肉の作用様式が挙げられてい

る． すなわち， 一つ目の例は， 日本の教科書では第３種のピンセット・和ばさみに相当するものであるが，

ここでは， 肘関節を曲げるときの上腕骨と榛骨そして上腕二頭筋の関係， 二つ目の例は， 日本の教科書では

第１種の天びん・くぎぬきに相当するものであるが， ここでは， 前腕の回外 （てのひらを前にひるがえす運

動） のときの上腕骨と榛骨， 尺骨そして上腕二頭筋の関係， 三つ目の例は， 日本に教科書では第２種の栓ぬ

きに相当するものであるが， ここでは， かかとを上げるときの指骨と腫骨これにアキレス庭で結合している

ひらめ筋の関係でそれぞれ述べられており， 看護学生にとってより身近な人体を例として取り上げているこ

とが特徴的であった．

（８０）
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ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ （上）

と日本の物理学の教科書（下）における， てこに

ついての記述 （中略）。弼ー檀

　　　　　　　　　　　

弼２檀

　　　　　　　　　

家３１三

園９
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ｏ ｒ第１９章 緩衝液」 について

　

日本の化学の教科書では， 第１１章塩・酸・アルカリという章で水のイオン積， ＰＨ に続いて緩衝液について

説明されており， 緩衝液のｐＨ の式が導出されている． ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ でも緩衝液は，

ｐＨ の次に説明されているが，緩衝液のｐＨ の式は示されておらず， かわりに，生体内での４つの緩衝系すな

わち重炭酸系， リン酸塩系， ヘモグロビン系， タンパク質系についてそれぞれ説明されている（図７）． 重炭

酸系については，炭酸は，二酸化炭素が水に溶けたときに形成されるという記述の後，血液ｐＨの低下は，過

剰な異化と不十分な換気が原因であると述べられている． リン酸塩系については，
ー血葉の緩衝能力の約１／

４を占めており， 腎臓は過剰の水素イオンを取り除くためにリン酸二水素イオンを用いていることが述べら

れている． ヘモグロビン系については， これより前の第１０章で取り挙げられたヘモグロ～ピンの説明に基礎を

置き， 酸素化ヘモグロビンが緩衝剤として働くことが説明されてし）る． タンパク質系については， タンパク

質を構成している酸性あるいは塩基性アミノ酸の側鎖に起因していること， そして， ヘモグロビンはこの性

　

に加えて酸素や二酸化炭素の運搬能力と関連した緩衝系であるために， 特別に言及する必要があるという

ことが述べられている． 生体内での緩衝系については日本の生化学・栄養学の教科書にも触れられている．

そこでは， 血液のｐＨ が？．４であることから， 緩衝液のｐＨ の式より， 血液中の ＨＣ０３
－と Ｈ２Ｃ０３の濃度の比

が２０：１であることなどが説明されている． このことから，緩衝液についてのＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈ

Ｔｅａｍ での記述は， 化学というよりもむしろ生化学に近いと言える．
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図７

　

ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒ故ｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍＬの緩衝液についての記述 （中略）。

（８２）



　　　　　　　　　　　

南オーストラリア州立大学看護学部学生向け翻然科学！桝事静こ関する－考察

　　　　　　　　　　　　

１８９

０ 「第５８章 呼吸」 について

　

日本の生物の教科書では， 生体を維持するしくみという大きな章の中の動物の栄養系という節で呼吸が取

り上げられている． その内容は， 外呼吸と内呼吸， 体表呼吸， 肺呼吸， 気管呼吸とえら呼吸という４つから

構成されており， ヒト以外のカエルやクモなどの特殊な肺や， 両生類から腿虫類， 哨乳類に至る肺内面積の

増大の様子についても図で説明されている（図８）． ヒトについては，図で肺や肺胞について説明されている．

一方， ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ ＨｅａｌｔｈＴｅａｍ では， ヒト以外の動物については触れられておらず， 呼吸時の

胸骨の剣状突起と横隔膜， そして肋骨と肋間筋の動きに注目し， 物理的な胸腔の広がりに重点を置いた説明

がなされている． 日本の教科書でも横隔膜と肋間筋については言及されているが， Ｂａｓｉｃ

　

Ｓｃｉｅｎｃｅ ｆｏｒ

　

ｍｅ

ＨｅａｌｔｈＴｅａｍ の方が，人体の前面と側面からの二種類の図を用いてより詳しくまた分かりやすく説明されて

いた．
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図８

　

ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ（左） と日本の生物学の教科書（右） における， 呼吸についての記述 （中

略）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

○ 「第３６章 微量元素」 について

　

微量元素は， 日本の生化学・栄養学の教科書の無機質の代謝という節で取り上げられている． そこでは，
微量元素として鉄 （Ｆｅ）， 銅 （Ｃｕ）， ヨウ素 （工）， フッ素 （Ｆ）， マンガン（Ｍｎ）， コバルト（Ｃｏ）， 亜鉛 （Ｚｎ）

の７種について説明されているが， ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ では， これに加えてリチウム（Ｌｉ），
ホウ素 （Ｂ）， マグネシウム （Ｍｇ）， ケイ素 （Ｓｉ）， 硫黄 （Ｓ）， クロム （Ｃｒ）， セレン （Ｓｅ）， 臭素 （Ｂｒ）， スト

ロンチウム （Ｓｒ）， モリ・ブデン （Ｍｏ）， カドミウム （Ｃｄ）， すず （Ｓｎ） の合計１９種類の元素について記述され

ており， 幅広く， 多くの元素についての知識を得ることができるようになっている． 微量元素として最初に

挙げられているのはリチウム （Ｌｉ） で， 原子番号が３であること， ナトリウム （Ｎａ）やカリウム （Ｋ） と似

（８３）



１９０

　

矢沢

　

洋一、・上堂地

　

美佳

た性質を示すこと， 食物中には高濃度では存在しないこと， 動物の食餌中に必須であるかどうかについては

まだ明らかではないこと， そしてリチウム塩は穆病や膜病などの再発防止に用いられるが， これらの投与量

は， 注意深く量を増加させながら得られるものであることが説明されている．
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（Ｔｎｅｓｓｎｎ９ｅＹｙｉｎｂｅｇｒａｄｕａｔｅｄｉｎ１／ｉｏｎｎＬ）

ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍの 「第３章 投薬量の計算」 の最初の部分。

○ 「第１章 測定」 について

測定は， 日本の教科書には掲載されていなかったものの一つである． これは， 第１章におかれており， 観

察結果の表現法には， 数によるものと， 記述によるものがあることが説明された後， 測定の種類すなわち，

定性的測定， マイナス（一）やプラス（十）， スリープラス（鼎）などで表す半定量的測定， そして定量的測

定について述べられている． 定性的測定は， 文章によって表現されるものであり，‐これには， 弱い脈拍のよ

うに単一のサインを表すものとショックのように一連の徴候 （蒼白， 汗をかくゞ 低い血圧， 速い脈拍） を含

む物のどちらかであることが述べられている． 半定量的測定では， 尿中グルコース量の表現である－／＋／

十／＊， 尿の酸性度の表現である酸性／塩基性などを例に挙げて説明されている． 定量的測定については，

これは数で表現されるものであり， 正確な測定のためには， 測定装置が必要であることが述べられ， 例とし

て，体温は体温計で０‐１刻みで測定すること， 血圧は，水銀柱または電気センサーで測定すること，尿の酸性

度はｐＨメーターで０．０１刻みで測定することが説明されている．そして，この章の最後は，正確な観察とそれ

を報告することは， 現代看護の欠かせない部分であるという文章で結ばれており， 看護婦を目指す学生のた

めに工夫された教科書であることが改めて感じられる．

○ 「第３章

　

投薬量の計算」 について

　

これも，測定と同様に日本の教科書には見られなかった項目である．
「訓練された看護婦の日常の仕事の一

つは， 医者の指示にしたがった薬物療法を行うことである．」という文章で始まるこの章では，
、、点滴や注射の

場合に行われる計算が３つの例題で説明されている（図９）． １つ目の例は，６０ユニットのプロタミンインシ

ュリン亜鉛（ＰＺＩ）を投与しようとするとき，４０ユニッ
‐ト／ ｍＬのＰＺＩを何ｍｌ使用するとよいかという問題で

（８４）
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あり，２つ目の例は，５％Ｄ－グルコース溶液ＩＬの点滴が８時間を要するとき，（１５滴でｌｍＬであると仮

定して） １分間につき何滴の割合で点滴を行えばよいかという問題である． ３つ目の例は， 点滴が予定より

遅れており， まだ３００ｍＬ残っているとき， これを２時間で終わらせるためには（１５滴でｌ ｍＬであると仮定

して） １分間につき何滴の速さにセットし直すとよいかという問題である． また， 実際にこのような計算に

よって得られた値を用いて点滴を実際に行うときには， 一定時間に滴下する滴の数を数えることでその値の

が正しいかどうかチェックしなければならないということも述べられており， 看護活動と関連づけられた内

容となっていることが特徴的であった．

Ｓ５． 結

　　　

論

　

日本の教科書は， 物理学， 化学， 生物学などそれぞれの内容が詳しく説明されているのに対し，Ｂａｓｉｃｓｃｉ‐

ｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ Ｈｅａｌｔｈ Ｔｅａｍは個々の項目に関する内容の説明は， 日本の教科書よりも全体的には簡単であ

った． しかし， この教科書１冊の中に物理， 化学， 生物についての知識が幅広く整理されており， 内容よっ

ては生化学・栄養学の領域にまで広げられていた． また， 看護学部の学生向けということで折に触れては人

体など看護活動と関連の深い例を取り挙げるなど看護婦を目指す学生の興味を引くよう工夫された内容とな

っていた．

Ｓ６． 要

　　　

約

　

南オーストラリア州立大学の看護学部で使われている自然科学の教科書Ｂａｓｉｃ

　

Ｓｃｉｅｎｃｅ ｆｏｒ ｍｅ Ｈｅａｌｔｈ

Ｔｅａｍ は， 自然科学の入門書であり， 全２７９ページ，９１章からなっている． 日本で使われてる看護学生向けの

物理学， 化学， 生物学， そして生化学・栄養学の教科書と内容を比較した結果， 重複している部分も含めて

生物の教科書で取り挙げられていた項目が２６章， 物理が２１章， 化学が２０章， そして生化学・栄養学が１１章で

あり，物理， 化学，生物それぞれの内容が平均的に取り上げられていた．また，ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈ

Ｔｅａｍ で述べられている項目のうち約３割にあたる２７章は， 物理学， 化学， 生物学， 生化学・栄養学のどの

教科書でも触れられていなかった内容であった． 個々の内容については， 日本の教科書の方がより詳しい説

明がなされており， ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅＨｅａｌｔｈＴｅａｍ では， これに比べて比較的簡単であった． しかし，
ＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｆｏｒｔｈｅ ＨｅａｌｔｈＴｅａｍのほうが日本の教科書よりも実際の看護活動と関係のある例題や具体

例を多く用いて説明されており， 看護学部の学生に親しみやすい内容となっていた．
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